
RNA溶液の発送方法

サンプルの準備

チューブの保護

梱包
① ❷の完成物を
　緩衝材で包みます

②ドライアイスを
　 新聞紙等の紙で
　 包みます
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方法例2：遠沈管に入れる方法例1：チューブボックスに入れる

ふたがつながっている場合：ふたに記載
ふたが分離する場合：ふたとチューブ側面に記載

緩衝材やキムタオルを一緒に入れて、
チューブを固定してください

チューブが飛び出さないよう、
箱のふたをテープで止めること
を忘れずに！

持ちがよくなる！

ドライアイスは必ず入れてください。

ドライアイスは何kg必要？

お手持ちのチューブでお送りください。

チューブ名はチューブへ直接ご記載ください。ラベルだと剥がれるリスクがあります

⑤依頼書※1 の「サンプ
　ル情報」シートを印
　刷して同封します

※1　依頼書（エクセルファイル）は、
お見積りのメールに添付しています。

④ 隙間を保冷剤と
　 緩衝材で埋めます

⑥ 内容物が動かない
　ことを確認したら、
　封をし、 発送します

（ア）

③ 発泡スチロールに
　（ア）とドライアイス
　を入れます

❷の完成物

（ア）

マイナス20℃
の冷蔵庫で
48 時間保管
すると…

輸送日数が 1 日→最低 2kg
輸送日数が 2 日→最低 3kg

＜サンプル送付先＞　
株式会社 生物技研
〒252-0154　神奈川県相模原市緑区長竹 657
TEL 042-780-8333
※平日着でお願いします

＜輸送温度帯＞　
冷凍（ドライアイスを同梱してください）

＜発送費用＞
元払いでお願いします

サンプル
情報

サンプルを冷凍する場合はあらかじめ
チューブを垂直に立てて凍らせてくださ
い。凍結時にふたに溶液が付着している
と、膨張してふたが緩む恐れがあります。

チューブのふたが奥まで確実に閉まっていることを確認してください。

箱を袋に入れて、箱のふたが
開かないようにする方法でも
OK

？
2kg 0.6kg

ドライアイス


